
子育て支援に関するアンケート   設問 15記述のまとめ 

あなたが子育てしやすい環境にするために市町や地域または企業にのぞむことは何ですか 

  

【市町や地域にのぞむこと】 

 公園・遊び場について（９名） 

・子どもが家から歩いて行ける範囲に公園が欲しい（他２名） 

・１才くらいから水遊びが出来る公園が欲しい 

・ボール遊びが出来るくらいの公園が欲しい 

・公園にもう少し遊具が欲しい 

・公園に親子で入れるトイレがあるといい 

・今、閉園している保育園を公園にして欲しい。公園（小さい）は草がもじぁもじぁで遊べない。（阿久

比町） 

・雨天時に子どもがのびのびと体を動かせる施設が充実すると嬉しいです。（室内アスレチック遊具とか）

子どもの体力が落ちているとも聞きます。また於大公園などの遊具を増設したり、子育て支援センター

のような広い室内の遊び場がさらに充実して、体を動かせる場になると嬉しいです。体育館の個人利用

もしやすくなるといいです。（東浦町） 

 一時保育について（６名） 

・保育園の一時保育の充実（正規雇用でなくても、パート・アルバイト等でも預けて働けるように）また、

母親のリフレッシュのために、気軽に一時保育を利用したい。（他３名） 

・保育園のリフレッシュ枠の増設と０歳児検診の見直しを希望。（大府市） 

・阿久比町に引っ越してきて出産、育児をしていますが、母親がリフレッシュする為の保育（一時保育）

がないことにがっかりでした。我が子が集団と保育者の中でどのように過ごせるか入園前に見ておき

たかったのですが、やってないことを聞いて心配や不安のまま、４月を迎え入園していきました。（阿

久比町）  →平成２７年４月より、リフレッシュ一時預かり開始 

 幼稚園・保育園について（５名） 

・大府市は子どもの数が増えてきているのに、幼稚園等が足りるのか不安です。公立の幼稚園の設立はな

いのでしょうか？（大府市他２名） 

・幼稚園の給食化と延長保育制度があるといい。（半田市） 

・兄弟・姉妹の同じ保育園入園・利用は、絶対条件としてほしいです。送迎等、時間の無駄になります。

（阿久比町） 

 学童保育について（５名） 

・学童保育の月謝をもっと安くして欲しい。夏冬休みは食事代もかかり負担が大きい。毎月２万円なので

もう少し安くなってほしい。（半田市他１名） 

・アフタースクールの充実を希望します。我が子 2 人とも保育園、学童保育の先生方に育てて頂いたよ

うなものです。感謝しています。学童保育を利用できるのも今年まで、来年から心配です。アフタース

クールの時間や曜日の拡大、スタッフの方の充実がなされ、利用し易いものになればと思います。アン

ケートの集計結果が行政の方の目に留まり、活かされますことを願います。（東浦町他１名） 

・小学校の夏休みや長期休校の時のみでも預けられる学童保育があれば良いとおもいます。（阿久比町） 

 



[各市・町への要望・意見] 

半田市 

・交通事故が起こらないように歩道の独立。道の整備、信号機、子どもに優しい道路。 

・子育て支援センター利用の際の駐車料金。 

・半田市は働かないと保育園を利用できないシステム。他の町は誰でも入れるのに。母親の負担が大き

い。 

大府市 

・長期休みの間に子どもの参加できるイベント、講座などを増やしてほしい。 

・土曜日に利用できる児童センターがほしい（刈谷市のような）。土曜日、夫に子どもの相手をしてもら

えそうだから。 

東浦町 

・子育て支援センターはいい所だと思う。でも親と子の 1 対 1 は変わりない。母親の話を聞いてもらえ

る場所を作ってもらえるとストレスが減り楽になるのではと思う。 

・子育ては子供が産まれてからとまどう事が沢山あります。子育てしやすい地域の環境もとてもたすか

りますが、何よりも日々の家庭内での生活を安定した気持ちで子育てできることが大切だと思います。

私が望むのは出産前の母親になるための心構え、父親にも父になる自覚と、サポートがとても大切だと

いう事をしっかりと伝えることです。虐待やネグレストなどが無くなる町になれたらと切に願ってい

ます。産まれる前の講座がもっと充実して開催されたら良いと思います。 

・子供が年々減っているので、宅地化して若い人達が住める環境作りをしてほしい。野ざらしな土地が多

いわりには家を建てられず、このままでは衰退してしまうように思う。 

阿久比町 

・広報誌で交流会などのお知らせがあるのは知っています。が子どものこと専用のリーフレットにした

り、今月の交流会など具体的に記載がほしいです。(初めての人でも分かるように)そこにこんな病気が

流行しているとか、この時期に気をつけたいことなどニュースも記載があると嬉しく思います。 

・アレルギー対応について①離乳食が普通と違うので、専門医の指導等②アレルギー用の食材があるお

店の普及や案内がほしい。 

 

【企業にのぞむこと】 

・共働き家庭が増える中で、育休・時短が取りやすい職場の理解(特に母親側)が大いにあってほしい。 

時短が取りにくい職場がとても多いので。 

・働き続けるための環境整備と、社会の理解が必要だと思います。 

 

【意識改革】 

・男性社員は夜遅くまで残業するのが当然という風潮がなくなることを希望します。父親不在のまま母

親も正社員で働くには１人で仕事と子育てをしなければならずとても疲れます。仕事も終わらないた

め持ち帰り夜中に起きてやらなければなりません。月～金の夜がとても大変です。男女２人で子育てが

できるようになれば女性も仕事を辞めずに働けると思います。 

・育児は母親が（中心となって）やるもの、という固定観念が根強いので、子どもの病気などで父親側の

協力が得られにくいように感じる。 

・子育てに関する社会全体の理解。                －HP平成 27年 6月掲載－ 


